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                             報道発表資料の配付日時 １２月６日（火）   
 

発 表 項 目 
 

（行 事 名 ） 

 令和４年度森と人を育てるコンクールに係る表彰伝達式の開催について 

概 要 

 全道の各地域において適切な森林整備を実践し、模範となる優良林

分を育てている森林所有者及び木育活動の実施者を評価、表彰し、林

業技術の向上や森林づくりに対する道民の意識高揚と参加促進を図る

ため、森と人を育てるコンクール実行委員会が主催して、標記コンクールを

実施しています。 

 今年度の森林所有者部門（カラマツの部）では、足寄町在住の加藤勝典氏

が足寄町芽登に所有する林分で標記コンクールに参加し優秀賞を受賞したこ

とから、次のとおり伝達式を開催します。 

 

１ 日  時：令和４年１２月１６日（金）14:00～14:30 

 

２ 場  所：足寄町役場 ２階町長室 

       （足寄郡足寄町北１条４丁目４８番地） 

３ 受 賞 者：加藤勝典（かとう かつのり）氏 

４ 伝 達 者：北海道十勝総合振興局森林室長 中村 喜裕 

５ 令和４年度森と人を育てるコンクール実施要領及び受賞林分の概要につ
いては、別紙のとおりです。 

参 考 

 本コンクールは平成１８年度から実施されている「ほっかいどう地球温暖化

防止貢献の森林づくりコンクール」の後継となるコンクールで、足寄町内で

は３人目の受賞となります。 

 

報道(取材) 
に当 たって 
の お 願 い 

 

他 のクラブ 
と の 関 係 

 同 時 配 付 
 同 時 レ ク 
 記 者 レ ク 

 

そ の 他  

担      当 
（連 絡 先 ） 

 北海道十勝総合振興局振興局森林室足寄事務所 （担当：法島・乙井） 

                     ＴＥＬ０１５６－２５－３５１０ 

 



令和４年度森と人を育てるコンクール実施要領

１ 趣 旨

全道の各地域において適切な森林整備を実践し、模範となる優良林分を育てている森林所有者及び木育活動

の実施者を評価、表彰し、林業技術の向上や森林づくりに対する道民の意識高揚と参加促進を図る。

２ 名 称

令和４年度森と人を育てるコンクール

３ 主 催

森と人を育てるコンクール実行委員会（以下「実行委員会」という。）

（公益社団法人北海道森と緑の会、一般社団法人北海道造林協会、北海道森林組合連合会、北海道の四者で

構成し、公益社団法人北海道森と緑の会理事長が実行委員長を努める。）

４ 事務局

実行委員会の事務局は、公益社団法人北海道森と緑の会に置く。

５ 実施方法

（１）参加資格及び対象林分

○森林所有者

参加資格

・民有林のうち私有林（展示林、普及施設等の普及指導に利用されている森林を除く。）

の森林所有者。

参加基準

・森林経営計画を作成し、森林の適切な管理・育成により、地域の模範事例と認められる次の林分

・過去に「ほっかいどう地球温暖化防止貢献の森林づくりコンクール」の表彰を受けた林分（最優秀

賞は除く）であっても、受賞の翌年度から５年以上経過し、新たに間伐等の施業を実施した林分も

対象とする。ただし、出展回数は２回を限度とする。

樹種：トドマツ、カラマツ類(グイマツを含む)（以下カラマツという）、アカエゾマツ、スギの人工

造林地

面積：トドマツ、カラマツ、アカエゾマツは0.50ｈａ以上

スギは0.30ｈａ以上

林齢：トドマツ、カラマツ、アカエゾマツは３１～４５年生

スギは３１～５５年生

○木育活動を行う団体等

参加資格

・木育活動（植樹・育樹は必須）を積極的、継続的に実践している団体・企業等

・過去に「ほっかいどう地球温暖化防止貢献の森林づくりコンクール」の表彰を受けた団体（最優秀

賞を除く）であっても、受賞後５年以上を経過している場合は参加資格を有するものとする。

参加基準

・木育活動（植樹・育樹は必須）を５年以上継続していること

（２）参加申し込み

参加者は、参加申込書（様式第１号、様式第２号）に別表１の資料を添えて、７月１５日（金）までに各

（総合）振興局森林室又は林務課（以下「振興局森林室等」という。）へ提出する。

振興局森林室等は、予備審査により、森林所有者に係る３部門の中から１林分以上と、木育に係る１団体

・企業等を選定し、別表２に掲げる資料を７月２２日（金）までに水産林務部森林環境局森林活用課に提出

する。

なお、渡島総合振興局東部森林室、渡島総合振興局西部森林室、檜山振興局森林室については、地域の主

要樹種がスギであることから、森林所有者に係るスギ部門での提出を必須とする。

-



（３）一覧表の提出

森林活用課は、参加申込書等の内容を確認のうえ、参加部門ごとの一覧表を添付して事務局に提出する。

（４）審査の実施

審査は、実行委員会が別に定める「森と人を育てるコンクール審査要領」による。

（５）審査基準

別紙１、２の「森と人を育てるコンクール審査基準」による。

（６）表 彰

森林所有者（トドマツ・アカエゾマツ、カラマツ、スギの３部門）、木育（１部門）の各部門ごとに、次の

入賞者を決定し表彰する。

最優秀賞 １点 北海道知事

優秀賞 最優秀賞以外で優秀と認められるもの 実行委員会委員長

奨励賞 優秀賞まで入賞以外の参加者 実行委員会委員長

別表１

区 分 提 出 資 料

森林所有者 写真（林分全体の状況・特徴がわかるもの、標準地、枝打ち等の状況）

位置図（５万分の１）、

地域森林計画図（５千分の１）

木育活動を行う団体等 写真（活動状況等）、位置図（５万分の１）、

活動実績書（様式第３号）

※写真は JPEGデータで提出

別表２

区 分 提 出 資 料

森林所有者 予備審査表、総合審査表、平均樹高算出表、標準地調査野帳、収穫予測ソフ

ト（トドマツ、アカエゾマツ、カラマツ、スギ）、収量－密度図（アカエゾ

マツ）

木育活動を行う団体等 予備審査表、総合審査表

※収穫予測ソフトは、調査内容等を入力したデータを提出

-



優秀賞受賞林分の概要
加藤勝典氏

『令和４年度森と人を育てるコンクール』

カラマツの部 優秀賞受賞林分

北海道十勝総合振興局森林室足寄事務所



○令和４年度森と人を育てるコンクール
部 門：「カラマツ」の部 優秀賞

所 在 地：足寄町芽登 現存本数：６３３本／ha

林 小 班：４林班２４小班 材 積：２６６㎥／ha

面 積：２．２０ha 平均樹高：２１．２m

樹 種：カラマツ 平均直径：２３．１cm

林 齢：３７年生 植 栽 年：１９８６年（昭和６１年）

植栽本数：２，５００本／ha

◇ 保育経過
年度区分 1996 2000 2009 2015 2021

つる切り ○

除 伐 ○

枝打ち ○ ○ ○

間 伐 ○ ○ ○ ○

◇ 施業上の特筆点
・森林整備地域活動支援交付金等を活用して自力で作業道を開設し、延長は5,970m（路網密

度は142m/ha）あり、自力で間伐した際には軽トラックにより丸太の搬出を行っています。

・間伐する際には、相対幹距比（Ｓ r）により立木の混み具合を判断し、選木しています。

・野ねずみ対策として、自力で下刈や薬剤散布を行うほか、エゾシカ対策として、自作した

エゾシカ侵入防止柵を設置すると共に立木に網を巻くなど、工夫を凝らした保護管理を行っ

ています。

◇ 経営上の特筆点
・高密度路網を活用し、容易な山林巡回と作業の効率化を図りながら、「長伐期施業による

経済価値の高い山つくり」を目標に、適期の除間伐や枝打ち等を自ら実施しながら、低コス

トな林業経営を行っています。

・軽トラックに500kg までつり上げ可能なクレーンを取り付けており、荷台に積み込んだ丸

太を足寄町内の製材工場へ持ち込み、有利な販売を行っています。

・平成19年春にスーパー F1（クリーンラーチ）を全道に先駆けて植栽（0.10ha）し、優位性

の実証と地域による指標とするため、成育調査を継続しています。

◇ 所有林の概要 （単位：ha）

齢級 1齢級 2齢級 3齢級 4齢級 5齢級 6齢級 7齢級 8齢級 9齢級～ 計

人 カラマツ 0.38 3.38 0.76 7.36 0.56 0.52 5.15 21.31 39.42

工 アカエゾ 1.90 0.80 0.16 2.86

林 シラカバ 0.20 0.20

天然林 0.56 0.41 7.44 8.41

無立木地 0.88 1.83 2.71

計 1.26 5.21 2.66 1.36 7.77 0.56 0.52 5.15 29.11 53.60

・所有する森林は、53.60ha である。うち人工林は42.48ha で、全森林の（79％）を占めています。

人工林のうち、カラマツが39.42ha（92％）、アカエゾマツが2.86ha（7％）、シラカンバ0.20ha（1

％）となっています。

天然林等は11.12ha で、全森林の（21％）となっています。

（資料作成 令和４年１２月）



全景

標準地１

標準地２



標準地３


